
　
市
は
、
「
佐
渡
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
目

指
す
、
「
佐
渡
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
活

か
し
た
産
業
お
こ
し
」
と
「
佐
渡
の
魅
力
を

活
か
し
た
賑
わ
い
の
島
づ
く
り
」
に
向
け
た

取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
新
潟
大
学
　
朱

鷺
・
自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下

「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
に
寄
附
講
座

「
自
然
再
生
学
講
座 

環
境
・
経
済
好
循
環

分
野
」
を
５
月
１
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
林
水
産
業
を
軸
と
し

た
自
然
再
生
活
動
と
地
域
経
済
が
好
循
環
す

る
「
環
境
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に
向
け

た
教
育
・
研
究
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新

潟
大
学
で
は
、
寄
附
講
座
の
教
育
・
研
究
成

果
を
も
と
に
、
国
際
的
教
育
・
研
究
拠
点
と

な
る
「
自
然
再
生
学
研
究
所
」
の
設
置
を
目

指
し
ま
す
。

 

 

寄
附
講
座
の
概
要

設
置
の
目
的

　
寄
附
講
座
は
、
生
物
多
様
性
に
基
づ
い
た
農

林
水
産
業
の
確
立
お
よ
び
そ
の
振
興
に
関
す
る

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
研
究
成
果
の
普

及
啓
発
を
行
い
、
ト
キ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
自

然
再
生
学
の
確
立
お
よ
び
経
済
と
環
境
の
好
循

環
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

設
置
期
間

平
成
23
年
５
月
１
日

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

主
な
研
究
内
容

①
　
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
環
境
保
全

型
農
法
の
検
討
と
そ
の
普
及
啓
発
に
関

す
る
調
査
研
究

②
　
農
林
水
産
物
の
品
質
の
安
定
性
の
評

価
（
水
稲
の
食
味
評
価
等
）

③
　
環
境
保
全
型
農
業
に
基
づ
く
農
林
水
産
物

の
市
場
形
成
と
拡
大
に
関
す
る
調
査
研
究

（
市
場
流
通
実
態
、
市
場
評
価
、
消
費
分

析
、
国
際
販
売
戦
略
等
）

④
　
①
か
ら
③
ま
で
を
統
合
し
た
、
農
地

の
順
応
的
管
理
シ
ス
テ
ム
の
検
証

⑤
　

①
か
ら
④
ま
で
の
研
究
成
果
の
公

表
、
学
生
を
対
象
と
し
た
教
育
お
よ
び

市
民
へ
の
普
及
啓
発

⑥
　
そ
の
他
、
自
然
再
生
学
の
確
立
お
よ

び
環
境
と
経
済
の
好
循
環
の
実
現
に
寄

与
す
る
教
育
研
究

 

新
潟
大
学
に
お
け
る

 

将
来
構
想
の
主
な
内
容

■ 

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

○ 

学
部
生
や
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
講

座
等
の
開
設

■ 

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
　

○ 

自
然
再
生
学
研
究
所
の
設
置
（
学
内
共

同
利
用
施
設
）

○ 

大
学
院
自
然
再
生
学
専
攻
の
設
置

■ 

２
０
２
０
（
平
成
32
）
年

○ 

自
然
再
生
学
研
究
所
の
改
組

・
国
際
的
教
育
・
研
究
拠
点
化
（
中
国
・
韓

国
・
ロ
シ
ア
）

・
国
内
に
お
け
る
教
育
・
研
究
拠
点
化

5月25日、市役所において共同記者会見が行われ、報道関係者等
が多数出席しました。【写真：共同記者会見終了後、固く握手を
交わす髙野市長、新潟大学下條学長(右)、朱鷺・自然再生学研究
センター山岸センター長(中央)】

大
学
と
の
連
携
を
推
進

　
　
新
潟
大
学
に
寄
附
講
座
を
設
置
し
ま
し
た
　

寄
附
講
座

Ｉ 

自
然
再
生
学
講
座 

環
境
・
経
済
好
循
環
分
野 

Ｉ

※
寄
附
講
座
と
は
・
・
・
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
豊
富
化
、
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
治
体
等
か
ら
の
寄
附
金
で
研
究
部
門
や

講
座
等
を
設
置
・
運
営
す
る
制
度
。
市
は
、
教
育
・
研
究
成
果
を
活
用
し

て
施
策
の
専
門
性
を
高
め
ま
す
。

　
市
は
、
大
学
の
持
つ
知
的
・
人
的
資
源
等
を
活
用
し
て
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
地
域
の
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
大
学
と
の
連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

  

特
に
、
地
域
の
人
材
・
知
識
が
集
積
す
る
知
の
拠
点
で
あ
る
新
潟
大
学
と
は
、
平
成
20
年
に

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
総
合
的
な
相
互
協
力
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平

成
23
年
度
に
寄
附
講
座
「
自
然
再
生
学
講
座
　
環
境
・
経
済
好
循
環
分
野
」
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
報
告
し
ま
す
。
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